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[設置目的]
大井川流砂系総合土砂管理計画の策定及び
同計画のフォローアップ

[当面の予定]
H30年度
下流域を対象とした総合土砂管理計画

（第一版）策定
H35年度
全域を対象とした総合土砂管理計画

（第二版）策定
[委員構成]
大井川水系及び駿河湾総合的な土砂管理の
取り組み 連携方針の調印機関
（国土交通省、林野庁、静岡県、焼津市、
吉田町、東京電力(株)、中部電力(株)）

[事務局]
中部地方整備局

大井川l流砂系協議会の進め方（１／２）

H26年度～（H28.8開催）

大井川情報連絡会議

[設置目的]
「大井川水系および駿河湾総合的な土砂
管理の取り組み連携方針」に基づき、各関
係機関において大井川の抱える課題や各事
業に関して情報共有および連携を図る。

H28年度～（H29.2.21開催予定）

大井川流砂系総合土砂管理計画
検討委員会（仮称）
委員長 戸田 名古屋大学教授

[設置目的]
大井川流砂系総合土砂管理計画の策定及び同計

画のフォローアップに際して、科学的・技術的助言等

[委員構成]
学識者
関係機関はオブザーバー参加

[事務局]
中部地方整備局 静岡河川事務所

（海岸）
H27年度～（第４回 H28.12開催）

駿河海岸保全検討委員会
委員長 佐藤 東京大学教授
○離岸堤・養浜計画
○粘り強い海岸堤防整備計画
○駿河海岸保全計画

（河川）
H28年度～（第１回 H28.8開催）

大井川河道整備検討会
委員長 土屋 静岡大学教授
○緊急的な河道掘削計画
（水位低下対策検討）

平成28年度～（Ｈ29.2.7開催）

大井川流砂系協議会

 大井川流砂系総合土砂管理計画策定に向け、大井川流砂系協議会と大井川流砂系総合土砂管理計画検討委員会を設置
 大井川流砂系協議会は、大井川流砂系総合土砂管理計画の策定及び同計画のフォローアップを実施
 大井川流砂系総合土砂管理計画検討委員会は大井川流砂系総合土砂管理計画の策定及び同計画のフォローアップに際して、科学的・

技術的助言等を行う。

[今後の予定]
協議会及び委員会の開催状況により各管理者の事

業に関して情報共有・検討が生じた場合に適宜開催
[委員構成]
国交省、林野庁、静岡県、焼津市、吉田町、
東京電力㈱、中部電力㈱

[事務局]
中部地方整備局 静岡河川事務所
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※1：「土砂管理目標と土砂管理指標」「土砂管理対策」「モニタリング計画」については下流域を主体に策定
※2：上流域を含めた流砂系全体を対象に策定

協議会等のスケジュール（案）

大井川l流砂系協議会の進め方（２／２）

年
度

協議会 総合土砂管理計画検討委員会 情報連絡会議

H26
～
H27

第1回（H27.2.23）
 各機関の流砂系における現状と課題
第2回（H27.11.24）
 大井川の土砂管理に関する報告

H28

第1回（H29.2.7）
 流砂系協議会 規約（案）について
 流砂系協議会の進め方
 土砂管理に関する取り組みの現状報告

第1回（H29. 2.21予定）
 各領域における現状把握と土砂問題、課題

の整理
 委員会における論点

第3回（H28.8.26）
 大井川総合土砂管理計画検討委員会（仮

称）の設置について
 大井川現地視察

第4回（H28.10.24）
 大井川総合土砂管理計画の策定に向けて

H29

※委員会に適宜資料提供を行い、協力・連携 第2回（第2四半期）
 現地視察
 流砂系の現状と課題
 流砂系を構成する有効粒径集団
 総合土砂管理計画の基本原則
第3回（第4四半期）
 土砂動態モデルの構築
 各領域の土砂移動の把握

（必要に応じて適宜開催）
協議会及び委員会の開催状況により各管理

者の事業に関して情報共有・検討が生じた場
合等

H30

第2回（第4四半期）
 総合土砂管理計画（第一版）策定※1

第4回（第2四半期）
 土砂管理目標と土砂管理指標
 土砂管理対策
 モニタリング計画
第5回（第4四半期）
 総合土砂管理計画（第一版）案

H31
～
H34

※委員会に適宜資料提供を行い、協力・連携 第6回～第9回
（１年に１回程度の頻度で開催予定）
 上流域を含めた流砂系全体の検討

H35
第3回
 総合土砂管理計画（第二版）策定※2

第10回
 総合土砂管理計画（第二版）の作成
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大井川流砂系総合土砂管理計画策定にあたっての基本的な考え方

総合土砂管理計画策定にあたっての今後の対応方針

①総合土砂管理計画の検討方針
過去の委員会等での検討成果、既定計画の記載内容をベースに、最新の状況を踏まえて計画を検

討

②総合土砂管理計画におけるモニタリング計画について
「個別事業の評価を目的としたモニタリング」ではなく「流砂系全体の土砂動態等を把握するためのモ

ニタリング」を計画
○個別事業の評価を目的としたモニタリングはそれを所管する他の委員会等の成果を参照する形で計画に反映
○流砂系全体の土砂動態等を把握するために追加すべきモニタリングについて総合土砂管理計画に位置付ける

総合土砂管理計画に記載する土砂管理対策と河川整備計画等の各種事業計画との関係

土砂管理対策と各種事業計画との関係
・総合土砂管理計画は、法定計画ではなく、あくまで任意計画
・各種事業に基づく工事は、それぞれの事業計画に基づき実施
・各種事業に基づく工事の内、各領域で土砂動態改善に寄与する工事について総合土砂管理計画に集約して記載

・総合的な土砂管理の検討において、各領域で課題解決に向けて必要と判断された対策の内、各事業計画に位置付
けられていない対策については、各種事業主体が事業計画へ位置付けるよう努めるものとする

（総合土砂管理計画には、各種事業計画に位置付けられている対策と位置付けられていない対策については、差別
化し記載）
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